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1．　 ま え が き

　首都高速 12号線 は，図
一 1 に 示 す よ う

に ， 東京港 を横断 して 高速湾岸線と高速

1 号線 を結 ぶ 路線 で あ る （口 絵 写真一7

参照）。本路線は ， 昭和 56 年 に 首都圏整

備計画 の 一環 と して採択され，昭和 61年

に 都市計画 決定 され た 。 東京港連絡橋 は
，

本路線中の 航路横断部 に建設 され，航路

の 水域確保の た め に，図
一2 に 示 す主径

問長 570 皿 の っ り橋形式 の 長大橋 とな る

（ロ 絵写 真一8参照）。 な お ，　　　　　　　　　　　　　 こ の 東京港連絡儒 は，東京都

港湾計画 に お い て ， 臨港道路 と して も用 い られ る こ と とな

っ て お り，
二 層構造 の 橋梁 と して 計画 され て い る 。

　建設予定地 の 地質 は 図一3 に 示 す とお りで あ る e 地表 か

ら30m 程度 は軟 弱 な 沖積粘土 を 主体 とす る 地層 で あ り，そ

の 下位に は ， 洪積世〜新第三 紀 の 上総層群 の 固 結 シ ル ト

（一般に土丹 と称 され る こ とが 多い ）が 数百 m の 厚 さ で 堆

積 し て い る。こ の 土 丹 の 基本的物性値を哀一 1 に 示す が ，

一
軸圧縮強 さ 9u は 25〜40　kgf！cm2 ，圧 密降伏応力 Pc は 50

〜70kgf ！cm2 で あ る。

　つ り橋の ア ン カ レ イ ジ は主 ケーブ ル を定着す る とい う役

目を持 っ た め，重量 の 大 き な構造物とな る。しか も，ア ン

カ レ イ ジ建 設，主 ケーブ ル 架線， 補剛 トラ ス 閉合，っ り橋

完成と い う施 工 段階 に応 じて ， ア ン カ レ イ ジ基礎地盤 に 対

す る接地圧分布や水平力 が 変化す る。し た が っ て ， 基礎地

盤 とな る 土 丹 の 変位や支持力 に つ い て は ， 十分な検討を必

要 とす る。

　 こ こ で は，こ の よ うな重量構造物 で あ る ア ン カ レ イ ジ基

礎地盤 の 変位 お よ び支持力 の 検討を鼠的と して 行 っ た 土丹

の 力学特性や 透水特性 に 関す る試験結果 を基 に ， 土丹 の 物

性に つ い て 整理す る 。

図一1 首都高速12号線平面 図
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2．　 変位検討の ための 土丹 の物性

　ア ン カ レ イ ジ基礎地盤 の 変位 の検討 で は，即 時的 な変位

の ほ か に ， 土丹 の 間隙水 の 移動 に伴 う圧 密 や ク リープ に よ

（上面 か ら深 度 100rn間 の値 ）

寧首都高速道路公 団
＊＊

首都高速道路公団
＊ ＊＊
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る変位 の 時間遅れ に っ い て も考慮す る こ とが重要 で あ る。

そ の た め，検 討 に用 い る 物性値 と し て は ，弾性係数 E や体

積圧縮係数 Mv の ほ か に ， 圧密 に よ る 変位 の 時間遅 れ を検

討す る た め の 砂層 の 連続性 の 確認 や 土丹 の 透水係 数 走，お

よ び ， ク リ
ープ に よ る 時間遅 れ を検討す る た め の ク リ

ープ

定数 な ど が必要 となる。

　また，ア ン カ レ イ ジ の 設 計 に用 い る地 盤 反力係数 K を設

定す る に は，構造物の 規模が 大 き い た め ， 小規模な試験 か

らの 寸法効果を考慮 した外挿法 に よ る推定に頼らざ る を得
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図一4 土丹 の 鉛直応力 と水平応 力

な い 。そ の た め，土丹地盤 に お ける 地盤反力係数の 寸法効

果 に つ い て も吟味 し て お く必要 が あ る 。

　2．1 鉛直全応 力 σ v と水平全応 力 ah

　土丹地 盤 にお け る鉛直 と水平 の 応力分布を図
一 4に示す 。

鉛直全応力 av の 分布 は室内で の 密度試験 か ら求 め，間隙

水圧 Uw の 分布は原位置で の 間隙水圧測定 か ら求 め た。 こ

の 図 に プ ロ ッ トした 水平全応力 an の 値は，孔内横方向載

荷試験か ら求 め た静止 土圧 を用い た 。 図示 した よ うに，鉛

直全応力 av よ りも水平全応力 ah の 方が大 き く，特に 上部

で そ の 傾向 が 強 い とい う結果 が得 られ た 。

　ま た ，室内で の 高圧 の 三 軸 K 。圧密試験の 結果 ， 図 一5

に示 す よ うに，各応力段階 の 静止 土 圧 係 tw　Ko （Ko ＝ σパ！

σ♂，σ♂ ：鉛直有効応力，σ i・
t

：水平有効応力）は一定値 と

は な らな い こ と， 正 規 圧 密状態 の K 。 を KONC と す る と，

その 値は ほ ぼ 0．5 と な る こ と，お よび，除荷時 の K 。 が 過

圧密比 OCR と指数の 関係で 表 され る こ となどが 明 らか と

な っ た 。 除荷時 の こ の 関 係 式 （図一5 ） を用 い て ，土丹地

盤 の 水平全応力 σ
・t を推定 した と こ ろ，図

一4中 に 示 し た
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　 　図一5 三 軸 Ko 圧密 試験 結果

よ うに
， 原位置試験結果 と同様 に

， 鉛直全応力 Ov よ り も

大きな値とな っ た 。

　 2．2　弾 性係数 E ，体積 圧 縮係数 Mv

　軟弱 な 土質地盤 と同様 に ， ±丹 に っ い て も弾性係数E や

体積圧縮係数 Mv の 応力依存性 が認 め られ ， 変位を検討す

る上 で 重要 な要素 で あ る こ とが わ か っ た 。

　図
一 6に 高圧 の 孔内横方向載荷試験機 （エ ラ ス ト200）

を用 い た繰返 し載荷法 に よ る 試験結果 を示す 。 弾性係数は

深度 に よ り増加す る 傾向を示 し て い る 。

　図
一7 に 繰返 し圧 密試験 と標準 圧 密試験 か ら求 めた 体積

圧縮係数の 逆数 lfm・ と試験時 の 鉛直有効応力 の 関係 を示

す。 繰返 し圧密試験で は ， 圧 密降伏応カー→ 現状 の 応力 → 施

工 時 の 掘削除荷応力の 履歴 を経た 後， 再載荷過程 で ア ン カ

レ イ ジ建設後の 応力 を載荷 して お り， 図 に は こ の 再載荷過

程 か ら求 め た 1fmv を プ ロ ッ ト した 。 な お， こ の 11mv と

土 と基礎，35− 3 （350）
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図一7　 1
と鉛直 有効応力 （σ 。os，δvJ ）の 関係

　 　 　 η τ

弾性係数の 関係 は弾性論 か ら〔1）式 で 表され る。

　　　＿！＿　＝Et　 （1一レ
’

）
　　　　　　　　　　　　　　　…………・・……・……

〔1｝
　　　 mv 　　 （1十 v

’

）（1− 2　vt ）

こ こ に ，
Et

，
　 V

’

は 有効応力表示 の 弾性係数 ， ボア ソ ン 比 を

示 し て い る。こ の 式 か ら 11mv は vt を
一定とす る と ， 弾性

係数 E 「

に 比例する 。 図
一7か ら明 らか なよ うに ，繰返 し

圧密試験の 値は標準圧 密試験 の 値 に 比べ て 応力依存性 が 顕

著 で あ り， こ の こ とか ら，土丹の 11伽 や 弾性係数 Et は，

単 に 応力状態 の み に と どま らず， 応力履歴 に も強く影響 さ

れ て い る こ とが わ か る。

　 こ の よ うな 弾性係数 の 応力依存性 は ， 変位 の 検討 を行 う

上 で ， 地盤 の 応力状態や 過去 の 応力履歴 に つ い て 十分考慮

す る必 要 が あ る こ と を示 して い る。

　2．3　ク リープ定数

　ア ン カ レ イ ジ基礎地盤 の 長期に わ た る変位の 検討に必 要

な ク リ
ープ 定数 を把握す る た め に ，

一
定荷 重 で の 載荷時間

をユ0〜30日 とす る 三 軸 ク リ
ープ試験 と長期圧密試験 を行 っ

た。図
一 8 に そ の 試験結果例 を示す。軸 ひ ずみ ε は経過時

間 ’ の 対数 に 対 し て 直線的 に 増加 し て い る た め，試験結果

を e ＝ a ＋610g雄 の 単位 は min ） の 形 で 整理す る こ とと し

た 。 さ らに，こ の 式中 の bleg　t と a の 比 （b　log　t）！a を た

1

−
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　　 1〔〕tt　　 三り
エ
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　　　　　　　　経　過　時　間　t 〔mh ）

　 　 　 図一櫓　三 軸 ク リープ 試験 （CRD ）結果例

100 年 と して こ の 値を求 め る と， 0．5 程度とな っ た 。 こ の

（blogt）1aは 即時的 な変位量 に対す る ク リ
ープ変位量 の 割

合を示 し て い る。

　 した が っ て，試験結果 か ら判 断 す る と，構造物建設後

100 年ま で の ク リープ変位は即時的 に生 じ る変位 の 50％程

度 とみ なせ る 。

　 2．4　透水係数 k と砂層 の 連続性

　直径 20cm の ボ ーリ ン グ コ ア 試料 を用 い て ，鉛直 と水平

に 供試体 を成形 し， 三 軸試験セ ル 内で等方圧 密試験お よ び

室内透水試験 を行 っ た。そ の 結果，表一 2 に示す よ うに，

土丹 の 透永係 tu　k は 1〜2　x 　10−8　cm ！s 程度で あ り，鉛直方

向 の 透水係数 島 よ り も水 平方向の 透水係 tw　k・ の 方 が やや

大 きくな っ て い る 。

　一
方，土丹地盤 に は 数 cm 〜2　m の 砂層を 随所 に 挟在し

て い る。こ れ らの 砂層 が ア ン カ レ イジ建設時 の 圧密 の 検討

上 の 排水層 とな り得 る か 否 か を判定す る た め に は ，こ れ ら

の 地層 の 連続性 を把握す る 必 要 があ る。そ こ で ，両 ア ン カ

レ イ ジ部 にお い て 多孔 式揚水試験 を行 っ た。こ の 試験 で は

各 々 の 地下水位測定孔 に多深度の 地 下水位測定管を設 けて
，

多層 の 地下水位を測定した 。 そ の 結果 ， 構造物規模の 範囲

で は，土丹地盤中 の 砂層 の 連続性 は ， tw　cm の 薄層 とい え

ど も，概 して 良好 で あ り，排水層 とみ な し得 る こ とが確認

され た a

　 2．5 鉛 直方 向の 地 盤反 力係数 K 。

　道路橋示方書
・
同解説 IV 下部構造編

1）
に よれ ば，鉛直

方向 の 地 盤 反力係数 K 眇 は ， 庖径 30　cm の 剛体円板 に よ る

平板載荷試験 で の 値 Kv ・ を 基 準 と し て，  式 か ら求 め ら

れ る。

表一2 等 方 圧 密試 験 お よび 室 内透 水試 験の 結果

… 囃 ［
鉛直 方向の 透 水係数 島 11．3x1 。

−e
（cmf ，）

水平 方向 の 透 水係数 kh 巨 1… 一・

室内透水試験

両 試験 の 平均

鉛 直 方 向の 透 水 係数 kv 8、5× 10
−9

水平 方向の 透水 係数 飢 1・・5… 一・

鉛直方向の透 水係数 島 1，1XlO −s

水平 方 向の 透 永 係数 Eh ［2．3・ ・。
−s
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竃

蚤1。。

羹
鑾

暮1，

黎

工D 　 1U？　　　　　　　　　　 IO3

載1服 （直径）BH （c皿 ）

図
一9 鉛直方向の 地盤反力 係it　Kv の 寸法効果 （剛体円板載荷）

　　　K ・・　一　K ” ・（’｛，6L）
一’
　：
．
・一・・…・・・・・……・…・・一 ・・……

…

こ こ に
，
Kv ，　 Kvo の 単位 は kgf／cm3 で あ り，

　 BH は 基礎 の

換算載荷幅 （cm ）で ある。一
様均質な弾性地盤 で あれば ，

  式右辺 の べ き数は
一1 と な る。とこ ろ が，  式 は実験結

果
2）

に 墓つ い て い るた め ，
べ き数は 一3！4 とな っ て い る a

　 こ の 地盤反力係数 Kv の 土丹地盤 にお け る 寸法効果 を把

握 す る た め，横浜市保土 ケ 谷地区 の 土丹 露 頭 部 で ，直径

15〜120cm の 剛体円板を 用 い た 平板載荷試験を行 っ た 。

試験結果 か ら得られ た 邸 と B π の 関係を 図
一 9に示す 。

こ の 図 に は 試験結果 か ら 予想 され る Kv と Bπ の 4 つ の 関

係 を線 で 示 した が ， こ れ らは次の 考え方に 基づ い て作成 し

た もの で あ る。

　 n ≡ − L 線 ：Kv 　・・　Kvo（Bff130）n
の 式 で n ＝ − 1 と した 場

　　合， す な わ ち，一
様均質な弾性地盤 と仮定 した場合 の

　　関係 を示 した。

　 n ＝− 314 線 ：道路橋示 方書 の （2）式 を用 い た 揚合 の 関係

　　 を示 し た。

　A 線 ： 地盤 の 弾性係数 E が 深度方向に 変 化 す る こ と を基

　　に ， 各載荷幅 Bff の 影響範囲を考慮した 見 か け の 弾性

　　係tw　Eaiを求 め，こ れよ り弾性論 に基 づ く（3）式を用 い

　　 て ，
Kv を導い た 揚合の 関係を示 し た。

　　　　　k
’
・・＝−ll（侮 ）

・
毒

・・………・……………〔・）

　　 こ こ に，ム は 形状係数 ，
V は ボ ア ソ ン 比 ，

　 Ea は 見 か け

　　 の 弾性係数 （E ・ i， ある い は ， 後述す る E 。 2）を示 す。

　　　 な お，見 か け の 弾性係／ta　Eaiは（4）式，   式 よ り導い

　　 た 。

　　　　　 Ep＝Epo十 λx ＝＝3600 ÷ 150 酵　
一■・…

　
輔輔・一・・…

　〔4｝

　　　　　耐 r（。． 1、篝，、n 、）
2
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　 。。　 　　　 dx
／1　　　　　　　　　　 ，，　
　 0 （Bu ／2十 2 　tan の

2
　Ep

　　　　　　　（Epo　tan θ一RBff ！2）2

　　・・n θ・（E… ta・ ・− 2B ・ 1・）・ A・B ・・1・1・ ｛謬紹 ）｝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・…　一一・・・…　〔5｝

　　こ こ に ，
Ep お よ び Epo は，深度 驚 （m ）お よび地表に

　　お け る直径 30c 皿 の 剛体円 板 で の 平板載荷試験 の 結果

　　に対応した 弾性係数 （kgf！cm2 ）で あ り，2 は係数 で，

　　繰返 し載荷法 に よ る 孔内横方向載荷試験と平板載荷試

　　験の 結果か ら求 め た。さ らに ，
θ は 載荷板 か らの 荷重

　　の 深度分散を直線 とした 時 の 深度分散 の 角度 （30
°
）で

　　あり，
βπ の 単位は In で あ る。

　B 線 ： 弾性係数の 深度方向へ の 変化だ け で な く，道路橋

　　示方書 の   式 の 考え方 も考慮 した場合 の 関係を示 した。

　　す な わ ち，  式 の 考え方 に よ る Kv の 寸法効果も考慮

　　した 見か け の 弾性係数 E α 2 を Ea2 ＝ Eai（BH130 ）
1／4

よ

　　り求 め ， さ らに ， こ れを用 い て   式 よ りKv を求め た 。

　図
一9 に 示 した よ うに ， 試験 に よ る Kv と Bffの 関係 は

A 線 と n ＝− 3／4線 の 間 に あ る 。 こ の 結果か らみ て，実際

の 構造物 に お け る Kv の 評価は ， こ の 二 つ の線を導い た考

え方 の い ずれ か に 基づ い て 行 うの が 妥当 で あ る 。

3．　支持 力検討の ための土 丹 の物性

　ア ン カ レ イ ジ の 建設時 に ， 土丹地盤 で は過剰間隙水圧 の

発生，お よび消散を伴 う。そ の た め，支持力検討に必要な

土丹 の 強度定数を把握す る に は，建設段階 に応 じて 排水条

件を変え て行 っ た試験 の 結果を考慮す る 必要 が ある 。

　また，ア ン カ レ イ ジ は水平力 の 作用す る構造物で あり，

滑動抵抗力 の 検討 の ため に ， 基礎 と土丹 の 境界部や基礎底

面付近 の 土丹 の 強度定数 を把握す る こ とが重要で あ る 。

　3．1 強 度定数 とク リープ 強度

　土丹の 強度定数を把握す る た め の 試験 として ， 室内で は

排水条件を考慮 し た 三軸圧縮試験 と
一

面せ ん 断試験を行 い ，

原位置で は ロ ッ ク せ ん 断試験
S）

と ブ ロ ッ クせ ん 断試験
3 ）

を

行 っ た。なお，原位置せ ん 断試験 は前述した横浜 市保土 ケ

谷 地 区 の 土丹露頭部 で 行 っ た （口 絵写 真一 9，10参照）。

　 こ れ らの せ ん 断試験結果を表
一 3 に示す。表中の 三軸圧

縮試験結果 で は ， ア ン カ レ イ ジ建 設直後 に対応す る UU 条

件 の 試験 で 求 め た 強度定数 Cu，φu と，建設後長期間経過 し

た後 に対応す る CRU 条件と CRD 条件で 求 め た 強度定数

ct，φ
’

を比 べ る と，　 Cu は ct よ り大き く伽 は φ
’

よ り 小さ

くな っ て い る。

　ま た，三 軸段階 ク リ
ープ試験 （CRD ）で求め た ク リープ

破壊時の 主応力差 （a ・
一

σ 3）cx と，三軸圧縮試験 （CRD ）で

求 め た最大主応力差 （al 一σのノ の 比 をク リ
ープ 強 度 比 （σ 1

一
σ 3）cノ！（σ・

一
σs）／ とする と， こ の 比 は平均的 に はO．7程度

とな っ た 。

土 と基礎，35− 3 （350）
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衷一3　土 丹 の 強度定数

軸
圧
縮
試
験

試　 験　 法
芝浦 興ア ン カ
レ イ シ

台場側ア ン カ

レ イ シ
保土 ケ谷 地区

1・ … 　 1− ・k ・・／・ m2 ・　 ・u
−6・6e　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3Cu＝17，3kgf！cm2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1φ・
− 12・1°

1鑛Up
　
CU

｝舞：ltll，　　　　　 1

CCL ＝ 10．5dicu
＝14．5

一
面
せ

ん

断
試
験
CD

CRU ，　 CR
D 試験

土

e’F 　10．2
φ
厂窒14．6

a 「＝9．8i
φ
’＝14匸9

　

13　卜
a23躍

≡
 

6

‘

φ
1・

。
− 4．81

φ¢
≡22．8

　

73　．
．
333

＝
＝

¢

躍

C

夢

」：1LI．−　　　　　 Cti＝O．0
　 モ ル クル 　φd＝＝24、81

　Ca ＝Q．71
φd＝23．2

・ ラ ・
一
隔 ％ 1；：：2，．。

1

ス ラ リー・〜　　 Cd ＝O．4
　 モ ル タル 　吻 ＝23． 

1・ d＝o

［向罩26．3

原
位
置
せ
ん
断
試
験

ク

度

」ピ

強

留
度

残
強

断
試

験

ロ

ッ

ク

せ

ん

ブ ivI ピ ＿ク
卩 断　 強　度

　

留
度

　

残
強

試
験

ソ
ク

せ

1。
，
．、．，，φ，

．，6

1ら ＝0．2，φr
＝32．

トー・．・，・・。
−zz

レ ・．7．・ er−・・

＊r 軸圧 縮試験

　 CRU ，　 CRD ：C 段階，　 R 段階 は等方 とし，　 C段階 で は
σ
3
’＝K 。N σ，　Pe

　 ＝30kgf／cm2 で 圧 密，　 R 段 階 で は ass ≦15kgffcme ま で吸 水 条件 で

　 除荷 し，そ の 後非排水条件（U ）あ るい は排水条 件（D ）で せ ん断 した 。
＊ ＊一

面せん断試験（CD ）

　 土到 ：十 丹 の 乱 さな い 供 試体をその まま用い た試験

　土丹 Atモ ル タ ル ：あ らか じ め作成 したモ ル タ ル の上 に土丹 の供試体を置

　 い た もの を
一

っ の 供試体 とし，土丹 とモ ル タ ル の 境界 でせ ん断 させ た

　 試験

　 ス ラ リ
ー

：土 丹 をス ラ リ
ー

化 させ た 後 再圧 密 して 行った試験

　ス ラ リ〜モ ル タ ル ：あ らか じ め作成 した モ ル タル の 上 に土月 の ス ラ リー

　 供試体 を置 き境界部 で せ ん 断 させ た試験

　3．2 滑 動抵抗 力 の 検討の ための 強度定数

　滑動抵抗力 の 検討 の た め の 強度 定数 を把握す る 試験 と し

て，三 軸圧縮試験 の ほ か に ， 種 々 の 条件 で の
一

面せ ん 断試

験 と原位置せ ん 断試験を行 っ た。表
一3 と図

一10に 示 す よ

うに
，

一
面せ ん 断試験 と原位置せ ん 断試験 で 求め た強度定

数は ， 三軸圧 縮試験で 求 め た値に比 べ て， C が小 さ くφが

大きくな っ て い る 。

　 ’mfilfMtn ＿ts レ T　 「广 　　 愚 ト よ．rk浮 ffM　FtS±fTh 卩7．一』 彈トル 略 ミ崇 Lギ 广、　h
　 L −　”JrJXIt ）H 「’　　 　　

r
　一　　v　 　亀　r　 　

−
　・ultVJJALX−’rA ／J 　隔亠 tV　 「一・！　 ’ノny　v

る 。 三 軸圧縮試験 で は供試体を鉛直方向 に圧縮す る が ， そ

の 時生 じ る せ ん 断面 の 角度 は 45D よ りも鉛直 に 近 い 。こ れ

に 対 して ，一
面せ ん 断試験や原位置 せ ん 断試験 の せ ん断面

は 水平 に 近 い 。 し た が っ て ， せ ん 断面 の 角度 に よ っ て 強度

定数 が異 な れ ば，試験法 に よ る違 い が 生 じ る こ と とな る。

　そ こ で ， 直径 20cm の ボーリン グ コ ア 試料を種々 の 角度

に成形 した供試体に よ っ て ，

一
軸圧縮試験と三 軸圧縮試験

（CRU ，　 CRD ）を行 っ た 。

　 まず ， 図
一11に は そ の うちの

一
軸圧縮試験 の 結果を示 す。

一軸圧縮強さ 9u に は 異方性 が 認 め られ ，水平 に 近 い 方向

に圧縮 した 供試体 で は 小 さ な値 とな っ て い る
。

　つ い で ， 図
一12に は 三 軸圧縮試験 の 結果を示 す 。 破壊時
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と同様 に ， 水平 に近 い 供試体 の 最大主応力差 （σ 1
一σ 3 ）r が

小 さい の に 対 して， σ弓〆 が高 く な る と （σ1一σ s）f の 違 い は

顕著で は な くな る 。 そ の た め に ， 水平 に 近い 供試体 の 強度

定数 は 〆 が小 さ く φ
’

が大 き く な っ て お り，

一
面せ ん 断試

験や 原位置せ ん 断試験 の 傾向 と一
致 して い る 。

　 こ の よ うに，試験法 に よ っ て 強度定数 が 異な る 原因 の
一

っ と し て ，土丹 の せ ん 断強度 の 異方性 が あ る こ と を 確認 し

た 。 そ の た め，滑動抵抗力 の 検討 に 用 い る 強度定数は ，
せ

ん 断 の 方向 の 近 い
一
面せ ん 断試験 や 原位置せ ん 断試験の 結

果 を重 視して 設 定す べ きで あ る と考 え て い る。
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　 4．　 ま　 と　 め

　 最後 に，東京港連絡橋建設予定地 の 土丹 の 物性 に関して

明 らか に な っ た事 項 に つ い て ま と め る。ま ず，変位検討り

た め の 土丹 の 物性 に関し て は次の こ とが明 らか に なっ た 。

　   　土丹地盤 の 現状 の 応力 は 鉛直応力 よ り も水平応力 の

　　 方 が 大 き い 。

　   　弾性係数 は 応力依存性 が顕著 で ある 。

　   ア ン カ レ イ ジ建設後 100 年 を考 え る と，ク リ
ープ変

　　 位は即時的な変位 の 50％程度 と考 え られ る 。

　   透水係数ゐは 1〜2x10 −Sc
【n ／s 程度 で あ る。ま た ，

　　 土 丹地 盤 中 の 砂層 は薄層 とい え ど も連続性 は 良好 で あ

　 　 る。

　   ア ン カ レ イジ の 寸法：に対応 した 地 盤反力係ta　Kv は，

　　深度方向 へ の 弾性係数 の 変化 を考慮す る 場合に は ， 道

　　路橋示 方書 に 示 され る   式 を用 い ず に ， 弾性論か ら求

　　 め る の が 妥当 で あ る。

　 っ い で ， 支持力検討 の た め の 土丹 の 物性 に つ い て は 次 の

こ とが 明 ら か に な っ た 。

　   　強度定数 は ， 排水条件に よ っ て 異 な り，CD 条件で

　　 は UU 条件 に比 べ て ，
　 C が 小 さ くφが大き くな る

。 ま
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入 門 シ リ
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　　た ， ク リ
ープ 強度比 （σ 1

一σ 3）c／1（σ1
一σ a）ア は o，7 程度

　　 で あ る 。

　  　一
面 せ ん 断試験 と原位置せ ん 断試験 の 結果 で は ， 三

　　軸圧縮試験 の 結果 と比 べ て ， 0 が小 さ くづが 大きい 。

　　ア ン カ レ イ ジ 基礎底面に お け る 滑動抵抗力 を検討す る

　　た め の 強度定数は，せ ん 断 の 方向 の 近い
一

面 せ ん 断試

　　験 な ど の 結果 を重視 して 設定す る の が妥当と考えて レ）

　　 る 。

　 こ こ で は ， 地質調査 の 結果明 ら か に な っ た ア ン カ レ イ ジ

基礎地 盤 と な る 土 丹 の 物性 に つ い て整理 した。現在， 変位

や支持力 に つ い て の 検討を進 め て い る が ， そ の 中 で ， こ こ

で 述 べ た土丹 の 物性 の 特徴 を十分反映すべ く， 有限要素法

に よ る応カ
ー
浸透連成解析 な ど に よ る 検討を行 っ て い る 。
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